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バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
、
岸
田

首
相
、
尹
韓
国
大
統
領
の
３
カ

国
首
脳
が
８
月
18
日
、
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
近
郊
で
会
談
し

た
。
日
米
韓
首
脳
会
談
が
、
独

自
に
開
催
さ
れ
た
の
は
初
め
て

で
あ
る
。

　
３
首
脳
は
中
国
に
対
抗
し
、

﹁
日
米
同
盟
と
米
韓
同
盟
の
間

の
戦
略
的
連
携
を
強
化
し
、
日

米
韓
の
安
全
保
障
協
力
を
新
た

な
高
み
へ
と
引
き
上
げ
る
﹂
こ

と
を
打
ち
出
し
た
。
３
国
が
連

携
し
て
政
治
・
経
済
・
軍
事
な

ど
各
方
面
で
中
国
を
圧
迫
し
、

弱
体
化
と
政
権
転
覆
を
図
る
新

た
な
枠
組
み
を
構
築
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
戦
争
の

危
機
や
世
界
の
不
安
定
の
元
凶

は
、
米
帝
国
主
義
の
覇
権
再
構

築
の
願
望
と
策
動
に
あ
る
。
米

日
韓
の
準
同
盟
化
は
そ
の
た
め

の
新
た
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
日

本
と
韓
国
を
中
国
に
敵
対
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を

激
化
さ
せ
、
戦
争
を
引
き
寄

せ
、
わ
が
国
を
亡
国
に
導
く
道

で
あ
る
。

　
こ
の
合
意
は
、
米
国
の
衰
退

権
を
樹
立
す
る
国
民
的
闘
い
と

戦
線
形
成
を
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

米
日
韓
に
よ
る
﹁
対
中
同
盟
﹂

　
３
首
脳
は
、
キ
ャ
ン
プ
デ
ー

ビ
ッ
ド
の
﹁
原
則
﹂
﹁
精
神
﹂

﹁
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
﹂
か
ら
な

る
３
文
書
を
発
表
し
た
。

　
﹁
原
則
﹂
は
、
３
カ
国
の
関

係
を
﹁
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
﹂
の
た
め
の
礎
と
う

た
い
、
﹁
力
ま
た
は
威
圧
に
よ

る
い
か
な
る
一
方
的
な
現
状
変

更
の
試
み
に
も
強
く
反
対
﹂
な

ど
と
し
た
。
中
国
に
対
抗
し
、

軍
事
力
で
身
構
え
る
も
の
で
あ

る
。

　
３
カ
国
の
具
体
的
な
協
力
内

容
を
明
記
し
た
﹁
精
神
﹂
は
、

中
国
の
南
シ
ナ
海
で
の
行
動
を

﹁
危
険
で
攻
撃
的
﹂
な
ど
と
一

方
的
に
決
め
つ
け
て
非
難
し

た
。
﹁
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安

定
の
重
要
性
を
再
確
認
﹂
な
ど

と
、
中
国
の
内
政
問
題
で
あ
る

台
湾
問
題
に
露
骨
に
干
渉
し
て

い
る
。

　
併
せ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

︵
朝
鮮
︶
の
﹁
挑
発
﹂
な
ど
を

挙
げ
、
﹁
日
米
韓
の
安
全
保
障

協
力
を
新
た
な
高
み
へ
と
引
き

上
げ
る
﹂
と
明
記
し
た
。
米
韓

両
軍
と
自
衛
隊
に
よ
る
共
同
訓

練
の
定
例
化
で
も
合
意
し
た
。

と
、
そ
の
覇
権
維
持
に
向
け
た

焦
り
と
﹁
弱
さ
﹂
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
米
日
韓
と
も
内
外
に

困
難
を
抱
え
、
３
国
間
相
互
の

矛
盾
も
顕
在
化
・
激
化
す
る
の

は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け

に
、
冒
険
的
な
巻
き
返
し
策
と

闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
首
脳
会
談
直
後
、
岸
田
政
権

は
米
韓
政
府
の
﹁
支
持
﹂
を
得

て
、
漁
民
を
は
じ
め
と
す
る
国

民
世
論
を
無
視
し
、
中
国
や
近

隣
諸
国
と
話
し
合
う
こ
と
な

く
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
﹁
処
理
水
﹂
海
洋
投
棄
を
強

行
し
た
。
中
国
が
日
本
産
水
産

物
の
輸
入
を
全
面
停
止
し
た
こ

と
に
対
し
、
政
府
と
マ
ス
コ
ミ

は
ま
た
も
﹁
中
国
敵
視
﹂
の
世

論
を
あ
お
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
世
界
は
も
は
や
﹁
米

国
の
時
代
﹂
で
は
な
い
。
帝
国

主
義
に
抑
圧
・
支
配
さ
れ
て
き

た
諸
国
は
立
ち
上
が
り
、
戦
略

的
自
立
と
諸
国
間
の
連
携
を
強

め
、
歴
史
を
大
き
く
動
か
す
勢

力
と
な
っ
て
登
場
し
て
い
る
。

先
進
国
内
部
の
階
級
闘
争
も
激

化
し
て
い
る
。

　
対
米
追
随
で
中
国
敵
視
・
ア

ジ
ア
蔑
視
の
軍
事
大
国
化
と
い

う
時
代
錯
誤
の
生
き
方
を
変
え

な
け
れ
ば
、
わ
が
国
に
未
来
は

な
い
。
国
の
進
路
を
切
り
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を

保
障
す
る
、
独
立
・
自
主
の
政

さ
ら
に
、
米
軍
に
よ
る
核
兵

器
の
使
用
を
含
む
﹁
拡
大
抑

止
﹂
が
強
調
さ
れ
た
。
日
米

の
個
別
会
談
で
は
、
極
超
音

速
兵
器
に
対
処
す
る
新
型
迎

撃
ミ
サ
イ
ル
の
共
同
開
発
で

合
意
し
て
い
る
。

　
﹁
精
神
﹂
で
は
、
首
脳
、

外
相
、
防
衛
相
、
経
済
産
業

相
、
安
保
担
当
高
官
が
少
な

く
と
も
年
１
回
会
談
し
、
財

務
相
会
談
も
創
設
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
。
３
カ
国
に

よ
る
会
議
の
拡
大
・
定
例

化
、
制
度
化
に
よ
る
同
盟
の

継
続
的
強
化
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
経
済
分
野
で
は
、
人
工
知

能
︵
Ａ
Ｉ
︶
を
含
む
新
技
術

分
野
で
の
協
力
や
、
供
給
網

の
断
絶
・
停
滞
に
備
え
た

﹁
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
﹂
の

試
験
運
用
で
合
意
し
た
。
半

導
体
な
ど
の
先
端
技
術
で
、

中
国
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を

許
さ
な
い
狙
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ド
で

の
諸
合
意
は
、
安
全
保
障
の

み
な
ら
ず
、
政
治
、
経
済
を

含
め
て
、
米
日
韓
の
連
携
を

飛
躍
的
に
強
化
し
、
中
国
に

対
抗
す
る
意
図
を
あ
ら
わ
に
さ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の

緊
張
を
高
め
、
わ
が
国
を
い
っ

そ
う
米
戦
略
に
縛
り
付
け
る
亡

国
の
道
で
あ
る
。

中
国
敵
視
の
米
ア
ジ
ア
戦
略

　
冷
戦
崩
壊
後
、
米
国
の
世
界

戦
略
は
、
自
ら
の
覇
権
に
挑
戦

す
る
国
の
登
場
を
二
度
と
許
さ

な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
１
９
９
５
年
の
﹁
東
ア
ジ
ア

戦
略
﹂
で
は
、
中
国
を
事
実
上

の
﹁
仮
想
敵
国
﹂
と
定
め
、
ア

ジ
ア
に
10
万
人
の
米
軍
を
維

持
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
96

年
の
日
米
首
脳
会
談
は
﹁
日
米

安
保
再
定
義
﹂
で
合
意
、
橋
本

政
権
は
﹁
日
米
防
衛
協
力
の
指

針
︵
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
︶
﹂
改
定

な
ど
に
踏
み
切
っ
た
。

　
以
降
、
小
泉
首
相
に
よ
る
有

事
法
制
制
定
、
歴
史
問
題
な
ど

の
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
米
中
・
日
中
関
係
は
経
済
を

中
心
に
深
ま
っ
た
。
日
中
間
で

は
、
98
年
の
﹁
日
中
共
同
宣

言
﹂
、
２
０
０
８
年
の
﹁
日
中

共
同
声
明
﹂
な
ど
、
﹁
重
要
４

文
書
﹂
に
含
ま
れ
る
合
意
が
な

さ
れ
た
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

11
年
、
オ
バ
マ
政
権
は
﹁
ア

ジ
ア
・
リ
バ
ラ
ン
ス
戦
略
﹂
を

打
ち
出
し
、
政
治
・
経
済
・
軍

事
の
重
点
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。
ア
ジ
ア
を
収
奪
し
、

自
国
の
衰
退
を
巻
き
返
そ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
﹁
米
国
第
一
﹂
の
ト
ラ
ン
プ

前
政
権
は
、
中
国
へ
の
高
関
税

適
用
な
ど
対
抗
を
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
民
主
党
政
権
か
ら
交
代
し
た

第
２
次
安
倍
政
権
は
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
の
た
め
の
安
保
法

制
な
ど
中
国
敵
視
の
軍
事
大
国

化
を
進
め
た
が
、
他
方
で
﹁
日

中
新
時
代
﹂
を
演
出
す
る
な
ど

単
純
で
は
な
か
っ
た
。

日
韓
を
中
国
に
敵
対
さ
せ
、
挑

発
す
る
米
国

　
衰
退
す
る
米
国
に
は
、
21

年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の

ぶ
ざ
ま
な
撤
退
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
単
独
で
中
国
を
抑
え
込

む
力
は
も
は
や
な
い
。

　
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
ク
ア
ッ

ド
︵
米
日
豪
印
︶
、
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｓ
︵
米
英
豪
︶
な
ど
に
よ
る

﹁
対
中
包
囲
網
﹂
で
対
抗
を
い

ち
だ
ん
と
強
化
し
た
。
台
湾
高

官
の
訪
米
受
け
入
れ
な
ど
台
湾

を
事
実
上
の
﹁
独
立
国
﹂
と
し

て
扱
う
﹁
２
つ
の
中
国
﹂
策

動
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
や
香
港
、

チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
﹁
人
権
﹂
問

題
で
の
揺
さ
ぶ
り
、
新
経
済
圏

構
想
﹁
イ
ン
ド
太
平
洋
経
済
枠

組
み
︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
︶
﹂
な
ど
、

対
抗
策
は
全
面
化
、
激
化
し

た
。
米
国
の
策
動
の
焦
点
は
、

﹁
台
湾
有
事
﹂
扇
動
で
あ
る
。

　
米
国
の
こ
の
策
動
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
を
口
実
に
、
い
ち

だ
ん
と
加
速
し
て
い
る
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
経
過
を
通
じ

て
、
米
国
に
は
中
国
を
軍
事
的

に
包
囲
す
る
力
が
な
い
こ
と
は

ま
す
ま
す
鮮
明
に
な
っ
た
。
中

国
を
抑
え
込
む
た
め
、
軍
事
を

含
め
て
日
本
を
中
国
と
対
立
さ

せ
、
そ
こ
に
韓
国
も
加
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
岸
田
政
権
は
こ
れ
に
応
じ
、

防
衛
費
の
国
内
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ

Ｐ
︶
比
２
％
へ
の
引
き
上
げ
や

﹁
敵
基
地
攻
撃
能
力
﹂
保
持
、

﹁
安
保
３
文
書
﹂
閣
議
決
定
な

ど
で
、
米
戦
略
を
支
え
つ
つ
軍

事
大
国
化
を
突
き
進
ん
で
い

る
。
麻
生
・
自
民
党
副
総
裁
は

台
湾
で
﹁
︵
中
国
と
︶
戦
う
覚

悟
を
﹂
と
言
い
放
ち
、
中
国
を

最
大
限
に
挑
発
し
た
。
バ
イ
デ

ン
政
権
追
随
で
あ
る
と
同
時

に
、
衰
退
す
る
米
国
を
カ
バ
ー

し
な
が
ら
、
﹁
ア
ジ
ア
の
大

国
﹂
を
夢
想
し
た
策
動
で
あ

る
。

　
今
回
の
首
脳
会
談
を
経
て
、

日
米
韓
は
事
実
上
、
中
国
に
対

抗
し
た
同
盟
関
係
と
な
っ
た
。

﹁
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
対
立

や
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
込

む
﹂
と
中
国
が
批
判
し
た
の

は
、
当
然
で
あ
る
。
同
時
に
こ

れ
は
、
わ
が
国
が
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
性
を
高
め
る
も

の
で
あ
る
。

成
功
は
容
易
で
な
い
３
国
同
盟

　
世
界
は
﹁
歴
史
的
大
転
換
﹂

で
あ
る
。
米
国
が
強
要
す
る
ロ

シ
ア
制
裁
に
同
調
す
る
国
は
少

数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
中
国

が
加
盟
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
は
拡

大
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

中
国
は
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
の
和

解
を
仲
介
、
さ
ら
に
存
在
感
を

増
し
て
い
る
。
米
国
の
退
潮
の

み
な
ら
ず
、
帝
国
主
義
に
よ
る

世
界
支
配
が
末
期
と
な
っ
て
い

る
。

　
米
国
内
で
は
物
価
高
騰
が
や

ま
ず
、
格
差
、
銃
犯
罪
な
ど
社

会
の
分
断
も
深
刻
で
、
国
民
の

不
満
は
蓄
積
し
て
い
る
。
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
大
統
領
選
挙

の
帰
趨
︵
き
す
う
︶
は
、
米
外

交
の
波
乱
要
因
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
も
、
対
米
・
中
国

関
係
、
防
衛
費
増
額
の
た
め
の

財
源
な
ど
を
め
ぐ
り
、
支
配
層

内
の
対
立
は
深
ま
っ
て
い
る
。

国
民
の
生
活
難
を
基
礎
に
岸
田

政
権
の
支
持
率
は
下
落
、
求
心

力
は
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

３
国
と
も
中
国
と
深
い
経
済
関

係
を
有
し
て
い
る
。

　
　
　
　
︵
２
面
に
つ
づ
く
︶

日
米
韓
首
脳
会
談
、
米
国
が
日
韓
を
押
し
立
て
戦
争
挑
発


